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背景 

相談支援センターにおける質の確保の必要性 

 

サービスの特性を反映した質の評価方法、相
談の質を向上させるための教育介入プログラ
ムとその運営方法の確立とされ、共有されるこ
とが必要 



研究目的 

• 先行研究で作成された相談の質評価表を用いた教育プ
ログラムを実際に運用し、 
１）メンターおよび参加者による意義の主観的評価 

２）プログラム導入前後の相談の質の第三者評価 

によるプログラムの効果を明らかにすること 

 

1)については、メンターおよび参加者の全員がプログラムを
肯定的に捉えていること、特に経験の浅い相談員にとって
有意義であることが明らかになった。（昨年度報告） 

本日は2)について報告 
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方法1：評価表の構成 
方針の遵守 
「センター内で承認された情報を提供しているか」「主治医と患者・家
族の関係を妨げるような発言をしていないか」など10項目(range:0-9) 

コミュニケーションの促進 
「相談者が話しやすいと思えるような話し方をしているか」など3項目
(range:0-9) 

アセスメント 
「相談者の状況を直接相談者に確認しながら把握しているか」など3
項目(range:0-9) 

ニーズの確認 
「相談員が把握した相談者の主訴とニーズを相談員に確認している
か」(range:0-3) 

ニーズへの支援 
「主訴とニーズに対し適切に対応しているか」(range:0-3) 

適切な情報支援 
「相談者自身が自力で行動したり判断したりするための情報支援を
行っているか」(range0-9) 

 



方法2：プログラムの構成 
1回目：模擬電話相談による質評価 

＜教育介入①＞ 
評価表のつけかたの学習（自己評価） 

自記式アンケート調査① 

2回目：模擬電話相談による質評価 

＜教育介入②＞ 
メンタリングによる学習 

３回目：模擬電話相談による質評価 

第２回自記式アンケート調査 

メンバーへのインタビュー 

第3者による評価 

第3者による評価 

第3者による評価 

メンターへのインタビュー① 

メンターへのインタビュー② 

メンターへのインタビュー③ 



方法3:参加者概要 

A病院 
メンター：がん専門看護師 

参加者：看護師2名、ソーシャルワーカー2名 

B病院 
メンター：ソーシャルワーカー 

参加者：ソーシャルワーカー2名 

C病院 
メンター：看護師 

参加者：事務職8名 



結果1 3施設の平均値(メンター含む)の推移 
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結果2 B病院の平均値(メンター除く)の推移 

0 

1 

2 

1回目 2回目 3回目 

方針の遵守 

0 

5 

10 

1回目 2回目 3回目 

コミュニケーションの促進 

0 

5 

10 

1回目 2回目 3回目 

アセスメント 

0 

1 

2 

1回目 2回目 3回目 

a相談員 

b相談員 

ニーズの確認 

0 

1 

2 

1回目 2回目 3回目 

a相談員 

b相談員 

メンターを除く相談員ごとの経緯では、有意とは言えないが
上昇傾向のある項目もみられた 

ニーズへの支援 

0 

1 

2 

1回目 2回目 3回目 

a相談員 

b相談員 

P=.080 

適切な情報支援 

P=.097 

P=.077 



考察：プログラムの成果 
• 施設全体でみた3時点の得点の素集計からは向上している
かとは言えない 
– 同じ相談員の3時点の差より、相談員間の差の方が大きい 

– 個人内の習熟を表すにはより感度の高い評価尺度が必要である
可能性あり 

– 本人が意識できるようになるということと、それが実際のやりとり
に反映され、他者から見てやりとりの質が向上していくにはタイム
ラグがあるのかもしれない 

• 個人が特定できたB病院においては、有意とは言えないもの
の改善傾向が示唆された 
– ケース数が少ないこともあり、統計的に有意な差はみられなかっ
たが、全体としては改善傾向にあるといえるだろう 

• 冒頭で述べた主観的評価において、経験が浅い人の方が明らかな
変化があったと回答されたこととあわせて考えると、十分なメンター
の配慮のもとでこのプログラムが行われた場合には経験が少ない相
談員には十分な成果が期待できる可能性がある。 

 
 



日本癌治療学会学術集会 
COI開示 

筆頭発表者名：八巻知香子 
 
私は今回の演題に関して開示すべきCOIはあり
ません。 
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